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 導入予定時期 平成30年度４月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ スーパーコンピュータシステム
スーパーコンピュータシステムは、２つ
の並列演算サブシステムとストレージシス
テム、及びこれらを有機的に連携し安定か
つ効率的に運用するために必要なその他の
設備（ハードウェア及びソフトウェア）に
より構成されるものとする。
 サブシステムＡ
ａ サブシステムＡは、複数の計算ノード
で構成されるノードクラスタ型並列計算
機であること。ここで、計算ノードまた
はノードとは、主記憶を共有する複数の
ＣＰＵコアから構成される演算システム
であると定義する。
ｂ 各計算ノードは複数のマルチコアプロ
セッサと384GiByte以上の容量を有する
主記憶を備え、その理論ピーク演算性能
が２TFLOPS以上（倍精度浮動小数点
演算）であること。

ｅ ビッグデータ処理基盤として、大容量
かつ多種多様なデータの処理を高速かつ
容易に行えるとともに、本学及び他機関
のスーパーコンピュータシステムとも連
携し、プレ・ポスト処理をシームレスに
行えるシステム基盤を提供すること。
ｆ 現行のクラウドシステムにおいて構築
されているさまざまなシステム及びサー
バ環境をシームレスに移行する機能を有
すること。さらに、パブリッククラウド
とアプリケーション、仮想マシン、デー
タ等の相互移行を容易とするシステム基
盤を提供すること。
ｇ クラウドブローカーポータル及びマル
チクラウドコントローラを有し、プライ
ベートクラウド、パブリッククラウド、
ハイブリッドクラウドの申請、運用、課
金、監査、セキュリティ管理等が一元的
に行え、クラウド利用のガバナンスを確
保するシステム基盤を実現すること。
ｈ 学内の認証基盤に加えて、全国の研究
者にサービスを提供するため、学認やＨ
ＰＣＩとの認証連携基盤を実現するとと
もに、それらと連携した認証鍵管理シス
テム基盤を提供すること。
ｉ セキュアなクラウド基盤を提供するた
め、ファイアーウォール、ＩＰＳ等のネッ
トワーク機器に加えて、脆弱性検査、デ
ジタルフォレンジックを含む統合的なセ
キュリティ管理基盤を提供すること。

ｃ ノードあたりの主記憶アクセスバンド
幅の理論ピーク値の総計が230GByte／
秒以上であること。
ｄ ノード毎に150GiByte以上の物理容量
を有するＳＳＤ又はそれと同等の性能を
有する二次記憶装置を備えること。
ｅ サブシステム全体で２PFLOPS以上
（倍精度浮動小数点演算）の理論ピーク
演算性能と375TiByte以上の主記憶を有
すること。
ｆ ノード間相互接続網のデータ転送速度
の理論ピーク値がノードあたり24
GByte／秒以上であること。また、ノー
ド間相互接続網のバイセクションバンド
幅が、ノードあたりのデータ転送速度に
ノード数を乗じた値の１／２以上である
こと。
ｇ 各ノードはハードウェア管理機構及び
動作状態を監視するソフトウェアを有す
ること。
ｈ サブシステムＡ全体のピーク消費電力
が450kW以下であること。
ｉ 項番に示すソフトウェアスタックを
有すること。

 サブシステムＢ
ａ サブシステムＢは、複数の計算ノード
で構成されるノードクラスタ型並列計算
機であること。
ｂ 各計算ノードは、メニーコアプロセッ
サ、96GiByte以上の容量を有する主記
憶、及び全てのコアがキャッシュメモリ
として利用可能な16GiByte以上の高速
メモリを備え、その理論ピーク演算性能
が３TFLOPS以上（倍精度浮動小数点
演算）であること。
ｃ ノードあたりの主記憶アクセスバンド
幅の理論ピーク値の総計が100GByte／
秒以上であること。また、高速メモリの
アクセスバンド幅の理論ピーク値の総計
が480GByte／秒以上であること。
ｄ サブシステム全体で12PFLOPS以上
（倍精度浮動小数点演算）の理論ピーク
演算性能及び40TiByte以上の主記憶を
有すること。
ｅ ノード間相互接続網のデータ転送速度
の理論ピーク値が、ノードあたり12
GByte／秒以上であること。また、ノー
ド間相互接続網がフルバイセクションバ
ンド幅を実現する構成となっているこ
と。
ｆ 各ノードはハードウェア管理機構及び
動作状態を監視するソフトウェアを有す
ること。
ｇ サブシステムＢ全体のピーク消費電力
が180kW以下であること。
ｈ 項番に示すソフトウェアスタックを
有すること。

 ソフトウェアスタック
ａ 自動並列化機能を及びOpenMP30以
上に対応したFortran、Ｃ、Ｃ＋＋の処理
系を有すること。
ｂ Java及びPythonの処理系を有するこ
と。
ｃ 高性能な並列数値計算ライブラリ、プ
ログラム開発環境及びデバッガを有する
こと。
ｄ ＭＰＩ30以上に対応した並列プログ
ラミングライブラリを有すること。
ｅ ＵＮＩＸ系のオペレーティングシステ
ムを有すること。

ｆ インタラクティブ処理及びバッチ処理
の双方を可能とするソフトウェアを有す
ること。
ｇ 現有システムと同様の従量制による運
用及びある特定のユーザグループに一定
の資源の占有を許す定額グループ制の運
用を可能とするジョブ管理ソフトウェア
を有すること。

 ストレージシステム
ａ 総容量12PByte以上のディスクアレイ
装置を有すること。
ｂ サブシステムＡ、Ｂとの間のデータ転
送速度の総計が120GByte／秒以上であ
ること。
ｃ ストレージシステム全体のピーク消費
電力が100kW以下であること。

 共通項目
ａ 現有システムの主要アプリケーション
プログラムの移植支援及びチューニング
を行うこと。
ｂ 多様なアプリケーションソフトウェア
及びフリーソフトウェアを有すること。
ｃ サブシステム間及びクラウドシステム
との間で、統一的な認証、課金、利用統
計処理を行うユーザ管理機能を有するこ
と。
ｄ 北海道大学の学内ネットワークに接続
されること。

Ｂ クラウドシステム クラウドシステム
は、プライベートクラウドとパブリックク
ラウドの連携及び最適配分による、高性能
なハイパフォーマンスインタークラウドシ
ステムとして実現すること。
ａ プライベートクラウドとして、現行シ
ステムの２倍以上の総ＣＰＵコア数及び
総主記憶容量を有し、仮想マシン、コン
テナ、ベアメタルサーバ及びそれらを仮
想ネットワークで接続したクラスタシス
テムを、管理ポータルから一元的に申請、
運用、管理する機能を有すること。
ｂ 学内ネットワーク及びＳＩＮＥＴ５と
100Gbps級の超高速ネットワークで接続
され、仮想ネットワークによる高速かつ
セキュアな接続により遠隔サイトやパブ
リッククラウドと連携した全国規模のイ

ンタークラウドシステム基盤を実現し、
広域分散型のバーチャルプライベートク
ラウドを管理ポータルから一元的に申
請、運用、管理する機能を有すること。
ｃ 現行システム（学際大規模計算機シス
テムのクラウドストレージ及びクラウド
統合ストレージシステム）の５倍以上の
ストレージ容量を有し、高性能かつ、高
い信頼性を有するスケーラブルなスト
レージ基盤を提供すること。
ｄ 遠隔バックアップ及びアーカイブシス
テムによる、大容量かつ多種多様なデー
タの蓄積・運用管理を長期間可能とする
高い信頼性を有するデータ保全基盤を提
供すること。
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